
 

～おせち料理について～ 

 おせち料理とは、もともと五節句などの節目に、神様にお供えした

料理のことをいいました。本来は五節句の時につくられていましたが、

今では、正月のみにつくられるようになりました。おせち料理に入っ

ている黒豆は、まめに暮らせるように、数の子は子孫繁栄、田づくりは

五穀豊穣、たたきごぼうは豊年と息災、えびは長寿などの願いが込め

られています。 

知っていますか？ 

～鏡もち～ 
 

 鏡もちとは、古代の鏡の形

に似せて、丸く平たくつくら

れているといわれています。

もちの上に飾っている「だい 

だい」には、家が代だい続くようにという願いが

込められています。飾るものや飾り方は、地域や

家庭によってさまざまです。 

 

 

地域や家庭に 

よって違う ～雑煮～ 

 雑煮とは、年神様にお供えし

たその土地の産物ともちをなべ

で煮たものです。そのため、雑

煮に入る食材や、もちの種類、

味つけなどさまざまです。 

みなさんは、どんな雑煮を食

べていますか？ 

七草 
 七草とは、１月７日の朝に春の七草を入れた

おかゆを食べて１年の健康を祈る風習です。 

 春の七草とは、せり、なずな、ごぎょう、はこ

べら、ほとけのざ、すずな（かぶ）、すずしろ（だ

いこん）のことです。これを包丁などで細かくた

たきおかゆに入れます。七草をたたく時は「七草

なずな～」などと歌う地域もあります。 

伝統的な行事食を知ろう 
 伝統的な行事の時につくられている特別な食べ物のことを

行事食といいます。行事食には季節の食材が使われたものが多

くあります。昔から伝わってきた行事食をこれからも受け継い

でいきましょう。 


